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上
新
町
で
保
有
す
る
芸　

、「
龍
宮　

」

は
、
享
保
年
間
に
築
造
さ
れ
た
約
三
百
年
の

歴
史
を
持
つ
芸　

で
す
。
昭
和
四
十
三
年
に

は
県
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受

け
、
町
内
外
に
も
文
化
財
と
し
て
広
く
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
「
龍
宮　

」
の
見

送
り
幕
は
、
織
物
技
術
の
歴
史
上
か
ら
も
重

要
な
文
化
財
と
し
て
高
い
価
値
を
持
つ
も
の

で
す
。
し
か
し
老
朽
化
に
よ
り
、
こ
れ
以
上

修
理
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
新
た
に
祭
礼
に
使
用
す
る
た

め
の
見
送
り
幕
を
岐
阜
県
お
よ
び
揖
斐
川
町

か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て
、
復
元
新
調
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
町
の
誇
る
伝
統
文
化
を
長
く
後
世
に
伝

え
て
い
き
た
い
」
こ
ん
な
保
存
会
の
方
々
の

熱
意
が
、
揖
斐
祭
り
の
芸　

を
支
え
て
い
ま

す
。

『
ふ
る
さ
と
の
古
地
図
展
』

○
会
期　

六
月
十
四
日
（
火
）

〜
七
月
三
十
一
日
（
日
）

○
会
場　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

企
画
展
示
室

「
展
示
品
」

三
輪
明
細
図
、
郡
境
論
争
図
、
村
境

図
（
写
真
）、
堰
論
争
図
、
そ
の
他
古

地
図
展
示

○
日
時　

六
月
四
日
（
土
）

午
後
二
時
よ
り
四
時
ま
で

○
講
師　

田
中　

豊
先
生

○
会
場　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

研
修
室

○
日
時　

六
月
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
九
時
三
十
分
よ
り

十
一
時
三
十
分
ま
で

○
講
師　

揖
斐
桂
茶
生
産
組
合
役
員

○
会
場　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

実
習
室

○
定
員　

十
名

　

な
お
、
参
加
希
望
の
方
は
揖
斐
川
歴
史
民

俗
資
料
館
ま
で
電
話
（
２
２―

５
３
７
３
）

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

父
の
日
イ
ベ
ン
ト
企
画

〜
オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ク
タ
イ
を
染
め
よ
う
〜

森
の
染
織
工
房
ア
ト
リ
エ
の
の

父
の
日
に
ち
な
み
、
長
者
の
里
な
ら
で

は
の
植
物
と
春
日
特
産
の
旬
の
薬
草
を
使

っ
て
、
ネ
ク
タ
イ
を
染
め
ま
す
。
ネ
ク
タ

イ
に
輪
ゴ
ム
や
割
り
箸
な
ど
身
近
な
道
具

で
模
様
を
つ
け
ま
す
。
日
頃
、
頑
張
っ
て

い
る
お
父
さ
ん
に
手
作
り
の
世
界
に
ひ
と

つ
し
か
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
り
ま
し
ょ

う
！

古
文
書
解
読
講
座
�
�
案
内

�
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
��

六
月
�
展
示
内
容展示品「村境図」

揖
斐
新
茶
試
飲
体
験
�
体
験
講
座
�

�
�
�
�
�
茶
�
楽
�
�
方

オリジナルネクタイを
染めよう！（昨年の様子）

開催：第１回 ６月 11日（土）13時～ 15時
　　　第２回 ６月 18日（土）13時～ 15時
対象：子供から大人まで　※子供だけでも可
定員：各回１０名（先着順）
費用：1 人（ネクタイ１本・体験料込み）
　　　1,000 円
場所：森の染織工房アトリエのの
お申し込み・お問い合わせ：
　　　　森の文化博物館内工房
　　　　　電話 0585(58)3111


